
SSWのお話宮下先生のお話

不登校の現状を知る
～私たちができることを考えよう～

令和７年度CSW事業講演会を開催しました ！

11月号
2025年

－CSW（コミュニティソーシャルワーカー）とは－ 福祉に限らず暮らしのこと全てのご相談に対して、

一人ひとりの生活や思いに寄り添いながら、地域のみなさんや関係機関・団体等と協力して解決に向けたお手伝いをしています。 ※豊島区より受託

アトリエ村圏域

近年、CSWはスクールソーシャルワーカー（SSW）の皆さんと連携し、不登校の子の支援に携わること
が増えています。支援を通じて、不登校の子どもに対して地域でできることは何かを、地域住民のみな
さんと共に考える機会をつくれないかと考え、不登校をテーマに講演会を企画しました。
今回は、宮下佳子先生（こどもの学び困難支援センタ－特命准教授）、SSW（豊島区教育センタ－）を
お招きし、同内容で9/16（区民ひろば要）、10/7（区民ひろば南大塚）に開催しました。

意見交換

・不登校の現状が良くわかった。
・言葉かけ、接し方、支援等の情報が知れた。
・ＳＳＷの事や役割など知れて良かった。
・地域での見守りや協力が大事。
・意見交換が有意義だった。
・継続的に、何回かに分けて開催してもらいたい。

不登校児の現状、基本的な考え方
から、学校や家庭での子どもの状況を
理解することについて、お話しいただき
ました。また、「地域で見守る」ポイントも
教えていただきました。

SSWの取り組みについて、SSWの体制や
架空の対応事例などを用いてお話しいただ
きました。
事例を通して、SSWが、子どもだけではな
く家族全体の課題を整理し、多くの支援機
関と連携しながらサポートしていることが良
く分かりました。

社会福祉法人豊島区民社会福祉協議会

子どもと話をするときは否定しない
自分の考えや価値観を押し付けない
無理なくできることを手伝う など

宮下先生とSSWもグループに加わり、

活発な意見交換が行われました！
みなさんの感想

多くの方に参加いただき、大切な気づきや
学びを共有することができました。
みなさんと一緒に、CSWも今後の活動

にしっかりつなげていきます。



「地域で面白い取り組みがある」「こんな活動あったらいいな」などございましたら、CSWまでお知らせください！

社会福祉法人 豊島区民社会福祉協議会
ＣＳＷアトリエ村圏域担当 所・諏訪
（区民ひろば 富士見台内）

開所時間 月～金 9:00～17:00
（祝日・年末年始除く）

メールアドレス： csw_fujimidai＠a.toshima.ne.jp

TEL：03-6843-2930

★SNSリンク先は右のQRコードから

【連絡先】【発行】

暮らしの何でも相談会

11/28（金）
1３：３0～15：00
（大人のぬりえ）

＠区民ひろば富士見台
（南長崎１‐６-1）

11/19（水）
10：0０～1１：０0
（体幹エクササイズ）

11/26（水）
10：00～11：15
（音楽でカラダ元気）

＠区民ひろば椎名町

（南長崎４-２９-１０）

左記の日程以外でも
随時ご相談に応じます。
下記まで気軽にご連絡
ください。

11/ 10（月）
10：00～１1：00
（笑顔でストレッチ）

＠区民ひろば長崎

（長崎2-２7-１8）
＠区民ひろばさくら第二

（長崎６-37-１1）

今年で３４回を迎えた「わくわく冒険まつり」は、『こども

実行委員』による司会や、子どもスキップ長崎の児童によ

るダンス、西池袋中学校の生徒がジャンプ長崎のスラック

ライン体験コーナーでボランティアとして活躍する等、子

どもが主役になって実施していました。子どもの笑顔が会

場中にあふれていました！

子どもスキップ長崎の児童によるダンス

ジャンプ長崎の中高生による体験コーナー

子どもが主役！

10/5(日)に長崎小学校にて、第６地
区青少年育成委員をはじめ長崎小PTA、
富士見台小PTA、子どもスキップ長崎・
富士見台、ジャンプ長崎、区民ひろば
長崎・富士見台の地域団体が中心と
なった実行委員が主催する「わくわく
冒険まつり」が開催されました。


	タイトルなしのセクション
	スライド 1
	スライド 2


